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1. 目　的

植込み型LVAD（left ventricular assist device）治療は患者
が自宅で生活を送れ，治療しながら社会復帰もできる方法 1)

であり，生活と治療を両立して社会的役割を果たせること
は重要である。今回，患者だけでなく植込み型LVAD適応
患者の子どもにも介入したことで，患者が装着の決断がで
き，退院後に母親の役割を果たせた症例を経験したため，
報告する。

2. 症例・方法

拡張型心筋症をもつ40歳台の女性は，夫と女児（学童期）
と3人暮らしで，当院にて心臓移植希望登録を行った。その
後，心不全が増悪し，医師からLVADの必要性が説明された。
レシピエント移植コーディネーター （R TC）として，患

者と外来でLVAD装着の意思決定支援のための面談を繰り
返した。面談の中で患者が腑に落ちていない理由として，
患者の治療について説明していないため，子どもが家族内
で疎外感を感じ，病院は母を奪う存在と思っていることが
影響していることが分かった。そこで子どもへの説明の機
会を設ける必要があると考え，患者・家族の希望も確認し，
子ども療養支援士（child life specialist, CLS）と主治医とと
もに子どもへ説明する場を設けることとした。説明内容は
事前にCLSと検討し，その後患者と内容を共有して説明に
臨んだ。子どものために話をする機会を設けたことを伝え
ることが大切であるとのCLSからのアドバイスをもとに，
説明当日は人形にLVADの模型を用いて説明を行った。説
明後，子どもから「お母さんを一緒に守る」との発言があ
り，子どもの反応から患者はLVAD装着を決断した。退院

後，自宅で家族3人での生活が送れ，母に甘えられるよう
になり，患者が母親の役割を果たせるようになった。

3. 結　果

患者は心臓移植登録当初からLVAD装着の必要性を理解
していたが，子どもに関する発言が多くみられた。R TCと
して患者と面談し，LVADが必要という段階でも子どもへ
治療の説明できていないことが，LVAD装着の意思決定に
影響していることを把握できた。CLSに事前に相談し準備
をしたことで，有効な説明を行うことができた。
意思決定支援の際には，意思決定支援者となりうる家族

への介入も望ましい 2)との記載があるが，未成年の子ども
を支援者と想定することは少ない。今回の症例では，子ど
もも患者の生活の一部であり，意思決定支援者となりうる
ことが分かった。また，本来であれば意思決定支援の際の
介入は患者へ行うが，意思決定支援者が治療に協力できる
ような介入によって患者の適切な意思決定へとつながり，
その後の治療にもつながった。

4. まとめ・独創性

意思決定支援の際に患者だけでなく家族に対して支援す
ることで，患者の支援につなげることができた。患者を支
える家族への支援にもなり，退院後の生活と治療の両立に
もつなげることができると考える。また，専門家へ相談す
ることで，よりよい意思決定支援へつなげることができる。
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